
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soclety 　of 　Educatlonal 　Soclology

現代社会にお ける民主主義の 困難 と教育の 可能性

一
免疫 ・メデ ィア ・ア ー キテ クチ ャ の 視点か ら

一

越　智　康　詞 （信　州　大　学）

　本報告は、政治空間の 活性化に向けた教育 の 可

能性につ い て検討するもの で ある。 既存の 市民教

育論には、二 つ の 限界がある。ひ とつ は、市民 の

理想像や教育プ ロ グラ ム が 、 社会や学校の 現実と

の 関連なし に構想 されて い る点。もう
一

つ は、教

育を個人 （の 成長）に向けたプ ロ グラ ム として個

別 主義的に捉 える点。 教育は 、現実社会状況を鑑

み てデザイン されるべ きだ し、政治空間の 活性化

に関しては 、 個々 の 市民 の 育成だけ で な く、 免疫

の散布、メディ ア の提供、ア ーキ テ クチ ャ のデザ

イ ン など、 環境づ く りの観 点も視野に含め て お く

必要があ る。と りわけ、今 日の社会状況に お い て

は 、 情報ネ ッ トワ
ー

ク の 浸透な ど 、 こ れま でにな

い政治的結合 ・交流の可能性が開かれて い るにも

か か わ らず、市場の影響力が飛躍的に拡大する中、

市民は そ の政治的活動の 足場を奪われ、撤退を余

儀なくされっ っ ある。こ うした現実へ の 対策が欠

けるならば、い かなる市民教育の構想も画餅に帰

して しま うだろ う。

　N ・ル
ー

マ ン （1981，2000＞によれば、関係す

る成員 の 政治的包摂が民主主義の 要件であり、今

日の 政治シ ス テ ム は 、 政治、行政、公衆の 三項 で

「権力が循環」 するかたちで 成立 して い る。こ の

モ デル が示唆するの は、権力批判が、民主主義 へ

の 王道で あるような時代は既に過去 の もの であり、

公衆も既になにが しか の仕方 （怒 りであれ 、無関

心 ・傍観で あれ）で 政治に関与 して い る （権力の

一
部） とい うこ とだ 。

　市民 （公衆）は社会や政治に、い か にすればポ

ジテ ィ ブな仕方でかかわれ る の か。J・
ハ
ーバ ー

マ

ス （1992）は生活世界と政治を媒介する 「公共圏」

に注 目するが、デモ や仕会運動も重要なチ ャ ンネ

ル だ。さらに近年で は 、新 し い メディ ア技術を活

用 しつ つ 、直接社会づ くりに参入するオ
ー

プ ン ガ

バ メ ン トの試み も広が り始めて い る。目の前の小

さな コ ミ ュ ニ テ ィ に参加 し、問題を解決 し、新た

な関係 を創造 して い くこ とも、政治で あ る。政治

を活性 化する とは 、
こ うした市民参加 の 部分を分

厚くす る、とい うこ とである。

　こ こ で は政治空間を、「剥 き出 しの 対立 （戦争 ・

けんか）」の否定 と 「差異 ・対立 の 欠如 （完全合意 ・

支配 ・い じめ）」の 否定の 「二 重 の否定」の 「あい

だ」 に開かれる空聞 として設定する。現実世界の

複雑な差異 ・対立 を 「与党1野党」 の コ
ー ドに置き

換え処理する仕組み か ら、日常的な トラブル を話

し合い で解決する小 さなエ ピ ソー ドに至るまで、

そ の かたちは さま ざまで ある 。
「対等な対峙それ 自

体を尊重す るとい う連帯の 中で の対立 」 「共通世

界 ・テー
マ を媒介した 自由 ・差異の 肯定」 とい っ

た 「対立 の 内部化」 の形式が うま く成立す る こ と

で 、 政治空間は活性化する。 本報告が注 目する の

は 、こ うし た政治空間を生みだ し ・支え ・活性化

する メデ ィ ア （言葉、テ ー
マ ）やアーキ テ ク チ ャ

の レ ベ ル で ある。自ら意見を持ち主張する こ とを

奨励 しつ つ 、こ れ を絶対化する こ とを抑制する り

ベ ラ リズ ム 、「私は どの ように生きるべ きか、自分

で決定す る」、
「個人 の 良心を否定するもの に対 し、

敢然 と不服従を促す」 とい っ た トラン セ ンデン タ

リズ ム などに見 られる習慣＝思想財は、思想 とし

て の 内在的価値の 観点か ら研究 され るだけ で なく、

公共空間を生み 出すアーキテ ク シ ャ （仕掛けとし

て の 習慣）の 観点か らも観察 ・分析され て よい。

　では、政治空間を活 性化 させ る心の 習慣やアー

キテ クチ ャ の観点か らする と、日本社会の基底構

造や今 日的状況は、どの ように特徴づけるこ とが

で きるだろ うか 。

　 日本は、国家主導で 、和を重視する文化 ・習慣

を用い て民衆を統治 してきた歴史があり、民衆は、

現実的な権力 と道徳的な権威が融合 した環 竟 （世

間）の 中で 生き延び る こ とを余儀なくされ てきた 。

こ うした環 竟で 生活する中、自らの 内的基準に沿

っ て 生 き、自由に 自己を表現するよ りも、

一
般化

された他者 （世問）のまなざしを気に しなが ら、

空気 を読みなが ら行動する心 の 習慣が形成され て

きた とい っ て よい 。戦後の 民主化 を経た後 も、何

か に依存する心 性的傾向 は 維持され続け、多数派
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に依拠せ ぬ者は、自ら逸脱者 として 社会的に現れ

る こ とを甘受 しなければな らなか っ た 。

　高度成長が終わり、消費 ・情報社会の到来で、

国家主導の ハ イ アラ
ー

キカル な支配体制は揺 らぎ

始めた。国家に よる 「施 し （利益配分）」 よ り、市

民の 「要求 」 に依拠 して 作動する福祉国家的体制

も浸透 した。し か し、こ うした転換を促 した の は、

人権など普遍的価値 とい うよ りも、消費社会由来

の新 しい 感性 ・習慣である。消費社会とマ ス メデ

ィ ア の性格が世論を主導する こ とで、政治や行政

は市民をお客様 と し て大切に処遇する こ とへ の要

求に囲い 込まれ 、 身動 きが困難になっ た 。 他方 、

何か大きなもの に依存 し、流れに刃向か う個性や

自己主張を憎む心 の習慣は温存 され、出過 ぎた存

在を代わりに退 治して くれ る頼もしい リ
ーダー

が

求め られる こ とに もなる。

　だが 、
こ の 社会における政治空間の 縮小 ・衰退

を決定づ けたの は、グロ ーバ ル 化 した市場の もと

で、「外か らの 民営化」 と 「内か らの 民営化」 とい

う二 重 の 「民営化」が作用 しは じめた こ とで ある。

前者は、国家が
一

市場プ レ イヤ
ー

に格下げされる

など 、 公的機関の 守備範囲や公 的領域が狭まる こ

とを言 う。だが、よ り深刻なの は後者で ある。あ

らゆる公的機関が競争 ＝ 効率化の圧力に さらされ、

民主主義的手続きや質的な多様駐や人 と人 の 絆は、
コ ス トや抵抗勢力や腐敗 として 現れて くるよ うに

なる。 また 、 生活世界にお い て も、 市場モ ラル （等

価交換＝自己責任）が支配力を拡大 し、自らの 特

異性 を開花 させ 、他者と協働関係を築 くより、他

者 へ の 優越や、「上手 く」生きる こ とに囚われた心

の 習慣を助長 し、内側か ら政治空間を蝕ん で い く。

近年、普遍的藩 1」の 拡張それ 自体に 反発 し、国家
の 道徳的統合を強 く求める反動的な要求が 強ま り

つ つ あ る。 こ うした傾向は 、 復古的なイデオ ロ ギ

ー的反動 とい うよ りも、きわめて 現代的な反応で

ある。それは、市場による分断＝ア トム化や社会

不安 へ の反作用で あ り、民衆の要求 ・権力の拡大

が進行する 中で の 、再帰的反応 （皆が要求 し は じ

めることへ の 不安を沈静する要求）に他な らない
。

　 さて 、以上 の現実に鑑 みて、教育に何が可能か 。

しか し、こ の問い の前に私た ちは、そもそも学校

こ そが、トッ プ ダウン の 形式 （物質的 ・存在論的

世界観、所有的個人主義・ゼ ロ サム競争 の 発想等）

に民衆を依存させ る制度的プ ロ ジ ェ ク トの 中核を

担 っ てきた とい う現実、市場に浸透された今 日の

教育は、さらに過激 に子 どもた ちを脱政治化する

性能を高めっ っ ある現実に直面する。なるほ どト

ッ プダウン の 権威主義的構造を破壊する改革はき

わめて 活発に作動 し始めてはい る。しか し他方、

市場原理を活用 した改革の進展によ り、子 どもた

ちは、お客様 として 受け身の 存在に押しと どめ ら

れ、教育はますます 自らの 商品価値を高め るため

の 商品へと還元 されて い く。 や さしく放置され た

教育空間 （学級）にお い て、子 どもたちがそ の サ

バ イ バ ル を通 して獲得する習慣 もや っ か い だ 。 閉

鎖 され相互依存を余儀なくされた空間の 中、自由

を保障する外部 の 足場も相互関係を媒介するメデ

ィ ア （テー
マ ）も与えられない まま、子どもたち

はひたす らコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の ため の コ ミュ ニ

ケーシ ョ ン に奔走させ られて い る。他者準拠に欠

けた こ うした コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は 、

一
気に暴走

し炎上する危険もは らむ （い じめ）。 それだ けに空

気を読み合 う習慣は、深い レベ ル で定着する。

　草の 根民主主義やオ
ープン ソ

ー
ス （動的情報）

など差異 の 交流を活発化 し、公共空間を生み 出す

こ とが期待された新しい メディ ア （技術）が 、 日

本で は他者バ ッ シ ン グ （炎上）とコ ミ ュ ニ テ ィ の

分断を生み 出す 「つ ながりの社会性」 へ と結実 し

てきた現実は、日本社会や学校で培われた心 の習

慣の根深 さを物語 っ て い るとい えるだろ う。

　以上 、 現実社会に も学校世界に も 、 政治教育を

実施す る以前の 困難が、幾重に も立ちはだか っ て

い る。だが、これは運命ではない。楽観はで きな

い が希望 を捨て る必要 もない
。

　個別の市民陸育成の プ ロ グラム に つ い て は、教

育学の 文献に任せ よ う。
こ こ では 、 それ以前の 課

題につ い て触れ て お く。

　最初に取 り組むべ きは、学校における評価 ・進

路や学級関係 （友だち依存）等にお い て、逃げ場

の な い依拠状況を排除する こ とで あ る。外部 （オ
ー

ル タ ナ テ ィ ブ）の ない 興 竟、と りわけ限定的な

課題ま で もが全体化 （全人格化）す る状況 で は 、

多様性 ・特異性は生まれ よ うが ない
。

　また、公共空間を活性化するには 日々 の教育の

充実が不 可欠だ。日本では教育 （内容）へ の ニ ヒ

リズ ム が蔓延 して い る が、学校が提供する教育は、
一

方で共通財産 （コ モ ン）を提供するもの で あり、

また個別 の 思考の深ま りは差異の豊穣を もた らす 。

　最後に、学校とい う場を編成するOS 自体の変

革が求め られる。内容的に優れた市民プ ロ グラ ム

をい くら提供 して も、ネガテ ィ ブな習慣形成 の 圧

カー一管理 （対立の 事前排除）、
一

元 的競争 （自己

責任）、空気読み
一 がそ の 日常空間を支配 してい

る限 り、 そ の 効果は相殺 され る。 多様な特異性が

相互に活発に交流 し、さらなる特異性 へ と生成変

化 して い くよき体験の 場となる こ とが、学校が公

共空間を作り出す人 （習慣）を生成する、その第
一

歩となる。
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